
BIツール操作事例集 - EXCEL集計表活用

株式会社ウェーブフロント

ピボットテーブルのような自由分析画面



COPYRIGHT © 2020 WAVE FRONT ALL RIGHTS RESERVED. 2

MOTIONBOARD – ピボットテーブルのような自由分析

BIツールでは、Excelのピボットテーブルのように行列項目と明細項目を
自由に選択して、集計できるような画面を作ることができますか？

という疑問はありませんでしょうか。

BIツール『MotionBoard』では、Excelのピボットテーブルのように

自由に行列項目や明細項目の表示や配置を変える事など、

自由集計ができます。

本資料はサンプルデータを例に説明いたします。
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操作事例 - データソース選択

まず、ボードを新規作成します。ボード作成のデータソース選択で「接続先」を「ボード専用Excel」とし、
「Excelアップロード」ボタンから、対象のExcelファイルを選択します。

* MotionBoard Cloud 版利用
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操作事例 - データソース編集

次に、データソースの編集画面で項目を選択します。
ここで、集計項目を「売上」に設定し、チャートの種類を「集計表」にします。
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操作事例 - ボード編集画面

ボード編集画面から、対象のチャート（ここでは集計表）をクリックし、「フィルターを追加」を選択します。
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操作事例 - フィルター追加

次に、フィルターを追加する場所を指定します。左右のどちらでも自由です。
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操作事例 - タブ表示

次の画面では、フィルターが配置されました。
最初は、「フィルター」「検索」「項目変更」の3つのタブが表示されています。
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操作事例 - プロパティ設定

集計項目を変更し自由集計が行えるように設計したいので、「フィルター」「検索」タブを外して、
「項目変更」のみ表示するようにします。フィルター部分をクリックして、「プロパティ」を開きます。
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操作事例 - 初期表示変更

プロパティ画面が表示され、「フィルター」「検索」のチェックを外し、初期表示を「項目変更」にします。

項目変更の「未配置項目」のチェックが

グレーアウトで選択できないようになっています。

「未配置項目」を表示するためには、「ON」にする

必要があります。
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操作事例 - ピボットテーブル画面

設定を適用し、Excelピボットテーブルのようなフィルター画面が表示されます。
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操作事例 - 未配置項目表示

次は、未配置の集計項目を表示するようにします。集計表の「データソース編集」画面にて、「詳細設定」を
クリックし、「その他」タブを選択します。「項目変更に未配置の項目を表示する」にチェックを入れます。
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操作事例 - 未配置項目表示

これで選択できないようになっていた「未配置項目」が選択できるようになりました。
「項目変更」タブの部分をクリックし、「プロパティ」を開きます。
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操作事例 - 項目・表示形式編集

「未配置項目」がチェックできるようになりましたので、ここでチェックを入れます。
合わせて「表示形式」を「2列」にチェックします。



操作事例 - 設定反映・表示
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ここまで、Excelのピボットテーブルのような「項目変更」画面を表示することができました。
後は、レイアウトなどを調整し、用途に合わせチャートを編集すれば良いです。
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まとめ

BIツール『MotionBoard』

⚫ Excelのピボットテーブルのような機能はMotionBoardでも使えます。

「行項目」や「列項目」、「集計項目」を編集し、表示・非表示を選択できるので、

集計表をExcelと同じように自由に表示することが可能になります。

⚫ わかりやすさを追求した操作性と、ニーズの多い業務・業種向けの

テンプレートが豊富に用意され、とても利用しやすいです。

⚫ ご要望に応じて、オンラインデモおよび試用版をのご案内も可能です。



本資料に記載されている会社名、製品名等は、各社の登録商標または商標です。

無断で複製・転載・使用することはご遠慮ください。

お問い合わせ 株式会社ウェーブフロント

http://www.wavefront.co.jp/

〒220-6112 

神奈川県横浜市西区

みなとみらい2-3-3

クイーンズタワーB 12階

TEL 045-682-7070 

FAX 045-682-7071

Email: 

sales@wavefront.co.jp
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この度はお忙しい中資料をダウンロードいただき、誠に有難うございました。

弊社では、皆様のご要望にお応えできる製品・サービスの提供に努めてまいります。

ご意見・ご要望がございましたら、お気軽にお声をおかけください。

今後とも、宜しくお願い致します。


